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利用者の転居などにより⽉途中で保険者が変更された場合 
 
①《各種登録情報》・〈保険者情報〉において新しい保険者の情報を登録します。 
（保険者情報の新規登録） 
 

第 1 章 「3-2 保険者情報の登録（保険者情報の新規登録）」 
 
②《利用者情報》・〈基本情報〉において同じ利用者の情報をもう 1 件登録します。 
（基本情報の新規登録） 
  

第 2 章 「2 利用者を登録する」 
      
※ 「利用者リスト」に同⼀⽒名が 2 名表示されるとわ
かりにくい場合、利用者⽒名で区別できるよう登録して
ください。（例：「介護太郎（旧）」と「介護太郎」） 
 
 
 
 
③ 新たに登録した利用者に対して、保険者変更前の被保険者証を登録します。 
（被保険者証の新規登録） 
  

第 2 章 「3-2 被保険者証の登録（被保険者証の新規登録）」 
      
【例：平成 24 年 5 月の月途中で変更された場合】 
●介護太郎さん（継続情報）に対する被保険者証 

 
過去の被保険者証情報に追加して変更後の被保険者証を登録します。 
この情報では変更後の保険者への請求を⾏います。計画書など記録類も全て継続しています。 
●介護太郎（旧）さん（5 月途中までの請求用）に対する被保険者証 

 
保険者変更前の被保険者証のみ登録します。変更該当月の前半分の請求のみ⾏います。 
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保険者変更前の利用者（例では新たに登録した「介護太郎（旧）」）で月前半分の月間個人予定
を作成、継続利用の利用者情報（例では「介護太郎」）に月後半の月間個人予定を作成します。
変更月のみ、1 名に対して 2 名扱いで請求します。 
 
④ 請求後は、保険者変更前の利用者の基本情報（例では「介護太郎（旧）」）を無効にしてく
ださい。 
 
例：介護太郎さんの予定と請求対象 

4 月 5 月（前） 5 月（後） 6 月 7 月 
 
旧保険者への請求       新保険者への請求（計画書・記録類も継続） 
 
例：介護太郎（旧）さんの予定と請求対象 

4 月 5 月（前） 5 月（後） 6 月 7 月 
旧保険者へ変更月の前半だけ請求する（完了後は「無効」にしておく） 
 
 
自社の「訪問介護」サービスで『特定事業所加算』の算定が可能となった場合 
「通所介護」/「認知症通所介護」/「通所リハビリテーション」サービスの『職員欠員』が発
生した場合   
※事業所の体制加算が変更になる場合 
 
《各種登録情報》・〈事業所情報〉の「その他該当する体制等」において設定します。 
変更になる体制を更新し、保存します。以降に作成する月間個人予定から反映します。 
反映するタイミングは、利用者ごとの月間個人予定の「前月からの複写オプション」または《予
定管理》〈⼀覧表示〉で⾏う［前月からの⼀括複写］を⾏う時です。 
複写の際、更新された事業所情報から反映します。 
※すでに作成されているスケジュールには反映しません。 
  

第１章 「事業所情報の登録」 
 

《予定管理》・〈月間個人予定〉／《実績管理》・〈月間個人実績〉で使用するサービス設定詳細
画面では《各種登録情報》・〈事業所情報〉を基に体制に係る加算・減算を初期表示しています。
〈事業所情報〉と異なる指定をすることも可能です。この場合は、異なる指定を⾏った際に注
意喚起のためのメッセージを表示します。 
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